
 

 

  ［第６７７回 ラジオ大阪番組審議会議事録］ 

 

１．開 催 日 時   令和７年５月１４日（水） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 

 

２．開 催 場 所   ラジオ大阪 大会議室 

 

３．委 員 の 出 欠   委員の総数    6 名 

 

            出席の総数    6 名 

       

出席委員の氏名  成 瀬 國 晴  河 内 厚 郎 

たつみ 都 志  鎌 田 雅 子 

岸 本 佳 子 

鳴 海   勝（書面参加）   

   

放送事業者側出席者の氏名 

                     吉 野 達 也  上 野 慶 子 

                     志 知 直 哉  横 井 宏 司             

       

４． 議   題 

 

 

１） 番組審議 『このあと第 60回上方漫才大賞！』 

 

２） その他 

 

５．議 事 の 概 要   

   

   議題１）『このあと第 60回上方漫才大賞！』について、番組の企画意図と内容を 

説明し、審議に入った。 

 

社 側 

 

 

 

 

 

 

4月 12日（土）午後 3時から大阪・オリックス劇場にて「第 60回上方

漫才 大賞」が開催されました。当日のステージでは、名誉ある大賞授賞者

の発表や、奨励賞部門 5組、新人賞部門 7組の候補者が漫才を競い、この

模様はラジオ大阪と関西テレビの同時生中継で放送されました。  

この番組では、3時からの「第 60回上方漫才大賞」につなげるべく「上

漫」の 60年の歴史を振り返り、過去、舞台で披露された至極の受賞漫才の

数々（過去は大賞、奨励賞、新人賞など全ての賞が事前の審査会で決定し
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ていました）をお届けするとともに、「第 60回」の情報もお伝えしました。  

■オンエア漫才  

第 2回新人賞  横山やすし・西川きよし 

第 4回新人賞  正司敏江・玲児 

第 6回奨励賞  横山ホットブラザーズ 

第 7回大賞   宮川左近ショウ 

第 9回奨励賞  人生幸朗・生恵幸子 

 

全体的に上手く構成されており、上方漫才の奥深さを感じさせる番組で

あった。過去の受賞作品について、初期の頃のものを中心にオンエアされ

たが、しゃべくり漫才、どつき漫才、音曲漫才、浪曲漫才、ぼやき漫才と、

様々なジャンルの作品を選んでおり、上方漫才大賞の歴史と奥深さを感じ

るラインナップであった。上方漫才大賞の受賞者は、その後も活躍されて

おり、初期の目的である、上方漫才の振興に貢献していると思う。これか

らも、しっかり続け、漫才の発展に貢献してもらいたい。 

 

たくさん賞レースがある中で上方漫才大賞は最も歴史ある賞であり、関

西の笑いの文化を継承していくべく大事な賞だと思う。なかなか聞く機会

のない往年の漫才を聞けたのは貴重な体験だ。ただ、現在の漫才とのギャ

ップがあるので、現在の漫才になるまでの変遷や流れがあると尚よかった。

最近では賞レース以外で漫才を聞かなくなっており、バラエティー番組で

はおなじみだが漫才自体は聞けていないので、音源が残っているなら色々

な漫才を聞いてみたい。 

 

ラジオ大阪がこのような漫才大賞をひとつにまとめて、漫才の歴史のよ

うな本とか CD を残しておいたら、後世の人にとっても宝物となるし、そ

れを研究もしくは振り返っていくような領域ができるのではないか。ラジ

オ大阪は、このような漫才の音源があることをもっとアピールして欲しい。

当時の特色と良くも悪くも時代性を感じた。当時どんな世代だったのか、

どんな社会だったのかということを、ラジオ大阪がぜひひとつの形として

残して欲しい。 

 

とても残念に思うのは、第６０回上方漫才大賞の情報が非常に少ないと

いうことだ。直前の出演者の表情とか、その日にかける思いとか、そのよ

うな類のものがあるのだろうと思って聞いていたので、空振りしたような

気分であった。また、オンエアされた漫才が、５０年前の漫才ばかりで、

新しい漫才も放送してほしかった。第６０回上方漫才大賞につなげるため

の番組だと思うので、もう少し工夫が必要ではなかったかと思う。 
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 一般の人や若い人向けに、５０年前、３０年前、２０年前と様々な年代

の漫才があった方がよかったと思うが、５０年前だけでもこれだけ色々な

漫才が聞けたのは価値があった。このようにどつき漫才、浪曲漫才、ぼや

き漫才、しゃべくり漫才と、揃っているので 1年に 1度聴くには非常にい

いと思う。それにプラス今の漫才２組くらいあればよりいいと思う。懐か

しめる番組で成功していると思う。 

 

新人賞、奨励賞、大賞とバランスよく選んでいるので比較がしやすい。

直前番組としては、しゃべくり漫才の時代があったが、今はどんどん変わ

ってコントになってきている。その上で、やはり上方漫才を残していかな

いといけないと思うし、テレビよりラジオの方がアーカイブとして残しや

すいのではないか。 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。 

 

                         以上 

 

 

 



 

 

６．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日  

    な  し 

 

７．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 

 ・「番組審議会だより」  （第６７７回ラジオ大阪番組審議会議事録の要約） 

「ラジオ大阪番組審議会レポート」 内で放送 

   放送日  令和７年６月１５日（日）６時１０分～６時１５分 

  ・ 「番組審議会だより」   （第６７７回ラジオ大阪番組審議会議事録） 

      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 

  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 

 

８．その他の参考事項 

       訂正放送または取り消しの放送の請求及び請求に対しての措置が無い旨を報告。 

 

以上 


